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Abstract: In order to introduce the kitchen boat business, the purpose is to select a dock that can serve as a sales base after organizing 

the location characteristics around the dock and the rights of the dock. As a result, of the 99 docks that have been developed in urban 

rivers and canals in the Tokyo metropolitan area, there were 14 docks that had potential during the kitchen boat business. 

 

１． はじめに 

近年，都市生活者の身近な水辺環境への関心の高ま

りに伴い，都市河川・運河を活用した飲食店舗設置や

船着場を活用した観光船運航等の多様な水辺の賑わい

創出事業が展開されてきている．こうした動向を踏ま

え，筆者らは，河川・運河沿いに船舶を係留し，飲食物

の調理・販売提供を行う「キッチンボート」事業の導

入可能性を検討しており，係留水面および施設や背後

地域の特性を考慮した事業場所の適地選定や都市河

川・運河における事業要件の整理を進めている． 

そこで本稿では，都市水面におけるキッチンボート

事業の導入に向けて，東京都の都市河川・運河の船着

場の抽出・整理や立地特性，その管理形態を整理した

上で，キッチンボートの事業適地としてなり得る船着

場を検討することを目的とする． 

 

２． 調査概要 

調査は，東京都の都市河川・運河における船着場整

備に関する各種資料〔１〜３〕に基づき，船着場の所在を

整理した．次いで，抽出した船着場の水域・陸域の空

間構成や背後地域の特性，船着場の設置・管理者を把

握した上で，事業拠点の適地選定を行った． 

 

３． 調査結果 

３-１．船着場の分布状況とその特徴 

Table 1に船着場の分布状況を示す．東京都の都市河

川・運河における船着場は全 99ヶ所抽出でき，河川区

域内に 74 ヶ所，港湾区域内に 25 ヶ所確認できた．ま

た，船着場の施設形態は浮桟橋形式と荷揚げ場形式に

大別できた．浮桟橋形式は，潮位の干満に応じて桟橋

が上下方向に対応するため水面から一定の高さを保持

でき，利用者の船舶への乗降に適しているといえる． 

Table1. Distribution status of the docks  

１：日大理工・学部・海建   ２：日大理工・教員・海建 
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Table2. A dock with the potential to expand the business of kitchen boats 

 

 

また，荷揚げ場形式は，船舶を護岸に直接係留する形

式となっており，荷物の積み下ろしには適している一

方，干満差に応じて利用可能な時間帯が限定されるこ

とが考えられる． 

３-２．キッチンボートの適地選定と船着場の特徴 

Table 2にキッチンボート事業の適地選定として抽出

した船着場の概要，Figure 1に船着場の抽出経緯事項を

示す．桟橋の一時係留による飲食提供を行うキッチン

ボートは，係留の時間帯が限定されない浮桟橋形式が

事業場所として適切であると考えられ，行政資料から

抽出した船着場 99 ヶ所の内，浮桟橋形式の船着場 65

ヶ所に対象を絞り調査を実施した．その結果，キッチ

ンボート事業の適地選定にあたり，集客性を鑑みた船

着場の背後地域の商業地・業務地・居住地の立地や飲

食可能な広場等のオープンスペースの存在が望ましい

と考える．そのため，商業地・業務地・居住地の内，2

地域以上の立地が確認でき，且つ，背後地にオープン

スペースを有する船着場を整理した結果，浮桟橋形式

の船着場 65ヶ所の内 14ヶ所の該当を確認できた． 

次いで，抽出した船着場の整備経緯や利用状況を整

理すると，No.19，20，39，54，57，70の船着場は，観

光船等の定期的な発着場として利用されている．No.21，

35，38，58，65，68の船着場は，屋形船や観光船等の

発着場として利用されている．No.63の船着場は，2016

年度より舟運社会実験が実施されており，今後の観光

舟運の実施展開に向けた航路検討がなされている．

No.56 の船着場は，豊洲地区運河ルネサンス協議会の

設立に合わせて整備された船着場であり，不定期開催

のイベント時に船舶内にて飲食提供を行う「船カフェ」

事業の係留場所として利用されている．キッチンボー

 

Figure 1. Extraction details of the dock 

 

ト事業導入に向けた検討や地域内の合意形成，船着場 

利用に関する法的手続き等が比較的円滑になり得ると

考えられる．  

 以上を踏まえ，キッチンボート事業の実施展開に際

しては，現状の船着場利用がみられる舟運事業者との

調整や合意形成の有無を考慮する必要がある．そのた

め，キッチンボート事業の実施場所としては，No.21，

56，58，63，65，68の 6ヶ所の船着場を適地として選

定した． 

 

４． おわりに 

本稿では，東京都の都市河川・運河におけるキッチ

ンボート事業導入に向けた適地選定を行った．その結

果，船着場の立地条件や船着場の利用状況を踏まえ 14

ヶ所の船着場を事業候補地として選定した．今後は，

抽出した船着場ごとの船舶係留および飲食提供に関わ

る諸要件の検討を行う． 
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